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学 長

【研究活動の特定不正行為】においては

本調査内容・判定結果・異議申立却下及び再調

査の判定を関係府省庁、配分機関に報告

学 長

(裁 定)

【Ⅱ．本調査から措置まで】

不 正 行 為 の 判 定

研 究 者 等 倫 理 委 員 会

① 不正の有無
② 不正の内容
③ 関与した者、その関与の程度
④ 不正が行われなかった場合

告発が悪意に基づくものか判定

調査対象者の教育研究活動への支障、名誉毀損等が

あった場合の正常化・回復措置

告発者に対して不利益な取扱への配慮

１)懲戒

２)本学の研究者等以外の者による不正行為又は悪意による告発が

明らかになった場合は、その者の本務先に連絡

３)学会論文等の勧告

４)その他不正行為の排除のために必要な措置

５)必要な法的措置

措  置

１)調査対象者の所属する学部長等への勧告

２)特定不正行為については、関係府省庁、配分機関へ報告書を提出

３)関連学会、学術誌編集委員会等への通知

４)必要に応じて関連教育研究機関等への通知

５)公表(研究者氏名・所属、調査結果、措置の内容等)

勧告・公表

判定通知（本調査開始から 150 日以内）

文書による判定通知

再調査・再判定を行う場合

研究者等倫理委員会

■委員 ①委員の交代、追加又は除外を行う

調 査 委 員 会

◎再調査への協力が得られない場

合には再調査を打ち切ることが

できる

◎再調査判定（50 日以内）

◎悪意に基づく告発の再調査判定

（30 日以内）

告 発 者 調査対象者

調査対象者 告 発 者

異議申立

10 日以内

研究者等倫理委員会

（再調査実施の可否を決定）

調査対象者

異議申立を却下すべきと決定

告 発 者
（ 悪 意 も 同 様 ）

研究活動の不正行為に関する全体取扱い

～不正行為の告発から認定までの流れ（概要）～

保護等

不正及び悪意に基づく告発の事実なし

不正及び悪意に基づく告発の事実あり

調査内容の漏洩、論文等に故意によ

るものではない誤りがあった場合は

調査内容を公表

関係府省庁、配分機関に通知

本 調 査

研 究 者 等 倫 理 委 員 会

■委員 ①研究者等倫理委員会委員のうち委員長が指名する者
②その他研究者等倫理委員会が必要と認めた者
③学長が指名する第三者機関に属する外部有識者
（特定不正行為の場合は半数以上）

調 査 委 員 会

1.調査委員会の設置

2.調査委員氏名・所属の伝達

告発者、調査対象者に伝達

1 週間以内であれば異議申立の受付

3.異議申立の妥当性を判断

必要に応じて調査委員の交代

4.本調査の実施

※告発者・調査対象者の秘密厳守

研究者等倫理委員会

（異議申立を受理）

1．調査対象者からの申立の場合

は告発者に通知

2．悪意であると判定された告発

者からの申立の場合は告発者

が所属する機関及び調査対象

者へ通知


